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２００５年６月２８日

上席執行役員 楽器事業本部長 梅村 充

執行役員 楽器事業副本部長 岡部 比呂男

ヤマハ株式会社

楽器事業説明会
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Ⅰ.「ＹＳＤ５０」楽器経営計画

Ⅱ.売上拡大計画

Ⅲ．コストダウン計画

本日の内容
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成長戦略
（中国・ＣＡ）売上拡大

高付加価値
商品拡売

国内市場
活性化

製造
改革

人材
開発

業務プロセ
ス改革コストダウン

抜本的な事業構造改革と安定的な売上成長によ
り継続的に収益が確保できる体質を作り上げる。

Ⅰ.「ＹＳＤ５０」楽器経営計画

営業利益

売上高

３１０億円

３,３４０億円

Ｆ０７/３期 数値目標
＊CA:Commercial audio

業務用設備音響
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経営計画

（億円）

ＹＳＤ５０ F04/3 F05/3 F06/3 F07/3
３ヵ年計画 実績 実績 計画 計画

売上高 2,934 3,026 3,130 3,340
伸長額 406 92 104 210

営業利益 105 142 215 310
改善額 205 37 73 95

当初計画
ＹＳＤ５０ F04/3 F05/3 F06/3 F07/3

３ヵ年計画 見込 計画 計画 計画
売上高 2,960 3,030 3,170 3,340

伸長額 380 70 140 170
営業利益 120 155 220 310

改善額 190 35 65 90

経営計画達成の進捗状況と今後の計画
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損益改善の内訳

（億円）

ＹＳＤ５０ F05/3 F06/3 F07/3
３ヵ年計画 実績 計画 計画

売上成長・粗利率改善 146 26 45 75

販売管理費 -9 -17 8 0

製造改革 32 13 9 10

要員構造改革 36 15 11 10

合計 205 37 73 95

当初計画
ＹＳＤ５０ F05/3 F06/3 F07/3

３ヵ年計画 計画 計画 計画
売上成長・粗利率改善 150 24 58 68

販売管理費 -28 -15 -13 0

製造改革 32 13 9 10

要員構造改革 36 13 11 12

合計 190 35 65 90

営業利益

営業利益

損益改善の進捗状況と今後の計画
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Ⅱ. 売上拡大計画
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楽器の総需要（除く設備音響市場）

7,327
6,991 7,253

1,830 1,898 1,965

26% 26% 27%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

F04/3期 Ｆ05/3期 Ｆ06/3(想定)

億円

0%

10%

20%

30%

40%

50%

総需要

ヤマハシェア

ヤマハ売上

① F05/3期の総需要は前年比３．７％の増。

② 低価格化が進み数量増は進む一方で中

高級モデルの需要は堅調。二極化が進んでい

る。

③ 世界的にデジタルピアノの需要が拡大（数

量ベース）。低価格化が進みキーボードからの

買い上がりが進む一方で、顧客趣向に合わせ

たデザインの多様化により需要の広がりが見

られる。

ヤマハシェアーは競合激化が進むアコース

ティック群で1.2ポイント微減。一方デジタル楽

器群では1.2ポイント微増。結果として、全体で

２６％を維持。

＊総需要は拡大ＥＵを含めた見直し実施

市場環境変化のレビュー
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512

67

558

367

214
112
202

407

495

505

133

567

366

222
105
216

407

505

523

106

597

370

252
117
254

413

498

590

122

594

374

279
130

298

433

520

04/3実績 05/3実績 06/3予想 07/3計画

その他

音楽教室

設備音響

音楽制作

弦打楽器

管教材

ホームKB

エレクト－ン

ピアノ

商品別売上計画（全世界）商品別売上計画（全世界）

2,934億円

3,340億円
3,026億円 3,130億円

ヤマハ
楽器シェア

２６％
２９％

２７％２６％
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商品別増売計画（全世界）商品別増売計画（全世界）
単位：億円

85

27
8

57

25

82

26
15

▲11

ピアノ

エレクトーン

設備
音響

管

ホームKB

音楽
制作

音楽
教室

その他

楽器セグメント
＋３１４

弦打

楽器 +191

（117％）

（124％）

（138％）

（106％）

（103％）

（92％）

（105％）

（102％）

（126％）

（０５/３期 → ０７/３期）
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地域別増売計画（全世界）地域別増売計画（全世界）
単位：億円

67

100

42

58

47

日本

北米

欧州

その他

中国

楽器セグメント ＋314

(105%)

(114%)

(182%)

(107%)

(116%)

（０５/３期 → ０７/３期）
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190

59
90
101
431123

373

454

174

126
91
104
411023

374

459

181

98
94
101
461229

376

435

197

114
90
99
561336

392

472

04/3実績 05/3実績 06/3予想 07/3計画

その他

音楽教室

設備音響

音楽制作

弦打楽器

管教材

ホームKB

エレクト－ン

ピアノ

商品別売上計画（日本）商品別売上計画（日本）

1,344億円
1,470億円1,402億円 1,368億円

• 少子化の一層の進展 ・ ＥＬ拡売により市場拡大

• 団塊世代の余暇時間増大

ヤマハ
楽器シェア

４７％
５３％５１％５１％
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商品別増売計画（日本）商品別増売計画（日本）
単位：億円

23 15

3

13

18

13

▲5
▲1

▲12

ピアノ エレクトーン

設備
音響

管ホームKB

音楽
制作

音楽
教室

その他

楽器セグメント
＋67

弦打

楽器 +23

（113％）

（130％）

（157%）

（105％）

（103％）

（90％）

（99％） （95％）

（137％）

（０５/３期 → ０７/３期）
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日本市場での成長

■投資：顧客のライフスタイルに合わせた事業展開へ。
教室、店舗、価値伝達方法で新たな事業モデルを開拓する

新規顧客の開拓
大人マーケット

楽器レンタルシステム

ＥＬ演奏人口の拡大化
若者への訴求

ＥＬ入門モデルレンタルプログラム
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145

166

118

72
55
74
116

136

165

113

80
53
75
121

137

176

114

100

53

91
126

174

166

119

101

64

109
011

04/3実績 05/3実績 06/3予想 07/3計画

その他

音楽教室

設備音響

音楽制作

弦打楽器

管教材

ホームKB

エレクト－ン

ピアノ

商品別売上計画（北米）商品別売上計画（北米）

647億円
（為替¥113）

• ピアノ、管楽器市場規模微減

• 中国製ピアノの販売拡大

ヤマハ
楽器シェア

２４％

２５％

２３％
２２％

644億円
（為替¥108）

702億円
（為替¥105）

744億円
（為替¥110）
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商品別増売計画（北米）商品別増売計画（北米）
単位：億円

38

0 1
6

21

11

34

▲10
▲1

ピアノ エレクトーン

設備
音響

管
ホームKB

音楽
制作

音楽
教室 その他

楽器セグメント
＋100

弦打

楽器 +77

（128％）

（121％）

（145%） （0%） （52％）

（0％） （101％）

（105％）

（126％）

（０５/３期 → ０７/３期）
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1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

ピアノ型ＫＢ

D.ピアノ

Playerピアノ

その他ピアノ

ピアノ（中国製）

98K 94K

154K

213K

293K

縦型を中心にピアノ総需要の漸減傾向
が継続

D.ピアノ総需要拡大傾向は継続。低価
格化が進む中、機能・デザイン両面で
の多様化も進む

2002以降量販店でのピアノ型キー
ボード市場が拡大。需要のさらなる広
がりが想定される

ＵＳＡ“トータルピアノ”総需要推移
（台数ベース）

超低価格品の流入が減少傾向に転ずる
一方で、中国製総量は特にＧＰで増加傾
向継続

Player型ピアノは2001以降回復基調。
機能・操作性向上により需要の拡大が
見込める
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ヤマハ“トータルピアノ”商品政策

伝統的
ピアノ

多機能
ピアノ

単機能
ピアノ型
ＫＢ

価格
（高）

先進デ
ザイン

伝統デザイン

価格
（低）

多機能・高付
加価値

単機能

多機能
D.ピアノ

洗練されたデザイン
の高付加価値モデル
の拡売

シンプル且つ低価格で
デザイン性重視モデル
を販路を広げ拡売

ヤマハならではのアコースティック・
デジタル双方の技術力を結集し多
様化する“トータルピアノ”需要への
商品開発、販売網拡充を推進する

中国製対抗ピアノ・
Ｄ．ピアノ 単機能

D.ピアノ
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北米市場での成長

■高付加価値商品、サービスの拡充
高付加価値商品の投入 DKV-Mark IV、CLP-F01、管Artist Model等
アーティスト・リレーション活動 YASI（Yamaha Artist Services Inc.)
新しい顧客サービスの提案 IDC（Internet Direct Connection)、DMN（Digital Music Notebook)

商品競争力強化と販売網拡充
トータルピアノ戦略推進

弦打楽器→営業体制強化と販路拡大

CAビジネスの成長加速
人員体制の増強

商品価値の伝達強化

YCATS、R&Dのための施設の移転
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96

189

101

66
38
70
213

101

194

99

68
35
79
213

104

204

104

76
44

91
421

92

192

100

82
43

98
224

04/3実績 05/3実績 06/3予想 07/3計画

その他

音楽教室

設備音響

音楽制作

弦打楽器

管教材

ホームKB

エレクト－ン

ピアノ

商品別売上計画（欧州）商品別売上計画（欧州）

• ＥＫＢビジネス市場規模微減 ・ ピアノは市場規模微増

• 管楽器を中心にインターネットを使ったビジネスが拡大し、価格競争激化

ヤマハ
楽器シェア

２１％ ２２％２２％
２１％

575億円
（為替¥133）

591億円
（為替¥135）

648億円
（為替¥134）

633億円
（為替¥127）
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商品別増売計画（欧州）商品別増売計画（欧州）
単位：億円

0 1

14

8

19

0

11

▲2

▲9

ピアノ

エレクトーン

設備
音響

管
ホームKB

音楽
制作

音楽
教室

その他

楽器セグメント
＋42

弦打

楽器 +12

（91％）

（123％）

（124%） （100%）

（185％）

（0％）

（99％）
（101％）

（121％）

（０５/３期 → ０７/３期）
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欧州市場での成長
■高付加価値商品、サービスの拡充

高付加価値商品の拡売 Silent Piano、CLP-F01、中高級管楽器、等

アーティスト・リレーション活動 パリ（ピアノ）、ロンドン（ギター）、フランクフルト（管）

新しい顧客サービスの提案 IDC、DMN

■成長市場の販売体制拡充
ポーランドYMCE支店設立(2004.8)
モスクワ駐在員事務所設置(2005.4)
拡大EU（チェコ、スロバキア、ハンガリー、スロベニア）直売体制準備

成長するCAビジネスへの取組強化
EU CAサポートセンター設置(ロンドン、2005.4)
各国での専門性高いスタッフ・チームの育成

顧客向けの商品価値伝達のための研修実施

EKBのマス販売網への販路拡大
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28

25

71
42
13

32

22

91
62
13

41

26

101
9
4
21

63

36

11
33
13
2
24

04/3実績 05/3実績 06/3予想 07/3計画

その他

音楽教室

設備音響

音楽制作

弦打楽器

管教材

ホームKB

エレクト－ン

ピアノ

商品別売上計画（中国）商品別売上計画（中国）

65億円

129億円

71億円

87億円

•中国は、ピアノを中心に市場拡大、高成長継続

ヤマハ
楽器シェア １５％ １９％

１４％１３％
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商品別増売計画（中国）商品別増売計画（中国）
単位：億円

28

0

15

3
2

3

7
0 0

ピアノ エレクトーン

設備
音響

管ホームKB

音楽
制作

音楽
教室

その他

楽器セグメント
＋58

弦打

楽器 +51

（197％）

（-％）

（217%） （-%）

（-％）

（164％） （122％） （300％）

（０５/３期 → ０７/３期）

（-％）
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中国市場での拡売

事業インフラ整備による成長の加速
人材の強化（特にローカル人材）

ヤマハブランドの高揚

販売網の確立と強化

杭州ヤマハでの製造力の確立・強化

中国ピアノ販売網戦略
ヤマハピアノショップ第１号店
（上海知音本店）
７月までに全国４０店完了予定

北京ＹＤＡＣＣ
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その他の成長市場

韓国 （Ｆ０５/３ 40億円→Ｆ０７/３ 45億円 +5億円）

ピアノ総需要縮退の中、ブランド高揚策強化、ＡＲ対策強化

Ａｒｔｉｓｔ Ｃｅｎｔｅｒ設立

音楽教室事業の拡大

ガルフ （ 41億円→45億円 ＋4億円 ）

イラン、ＵＡＥ、サウジなど重点市場でのマーケティング活動強化

ＣＩＳ、カザフスタン等開拓途上市場での販売基盤整備

ロシア・中東欧 （ 54億円→72億円 ＋18億円 ）

ロシア：駐在員事務所開設（０５/４月）→販売基盤確立による拡売

中東欧地域 ：ウィーンを拠点に直販基盤確立のよる拡売

インド （ 16億円→20億円 ＋4億円 ）

市場開放に応じた販売網の構築
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114

88

104

112

118

136

132

166

04/3実績 05/3実績 06/3予想 07/3計画

CA

MI-PA

設備音響売上計画設備音響売上計画

202億円

対象となる総需要は３,０００億円レベルで安定成長を想定。デジタル化・システム

化・ネットワーク化がさらに加速する。

216億円

254億円
298億円

対象市場での
ヤマハシェア

７％

１０％

９％

７％
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設備音響地域別増売計画設備音響地域別増売計画
単位：億円

13

34

19

7

9

＋82

日本

北米

欧州

その他

中国

(157%)

(127%)
(217%)

(124%)

(145%)

（０５/３期 → ０７/３期）
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設備音響市場での成長戦略

「ミキサーメーカー」から設備市場での「ソリューショ
ンプロバイダー」への転換

アプリケーション軸での競争優位確立

ソリューション提供のＯｎｅ－Ｓｔｏｐ化

市場密着度の向上

欧米でのサポートセンターの設立

Ｍ＆Ａ戦略による成果出し

Ｓｔｅｉｎｂｅｒｇ

ＮＥＸＯ



Steinberg社の買収

・音楽製作ソフトとハードのシームレスな技術融合
(YAMAHA デジタルミキサー・シンセサイザー～Steinberg ソフトウェア）

・業務用音楽製作ソフト市場での拡販
・音楽製作市場の活性化、シェア拡大
・北米におけるヤマハ販売チャネルでの拡売
・ホビーユーザーから業務用スタジオまでカバー

買収効果 (対05/3,億円)
07/3     09/3

売上高 +40 +45

ソフトウェア
音楽製作用

コンピューター
ソフト

トップシェア

ハードウェア

Studio Connections



ラインアレイ コンベンショナ
ル・スピーカー

ユーティリティス
ピーカー

$2000

GOT$10000

GOS

ALFA

PS

IS

CLUB
AX /BR

$500

S

NEXO

YAMAHA

ＮＥＸ０社との技術提携・資本参加

・システムソリューション商品の共同開発
(YAMAHA デジタルミキサー・アンプ～NEXO スピーカー）

・業務用スピーカービジネスへの本格参入
・YAMAHA販売網向けスピーカー開発
・北米におけるＮＥＸＯ販売権獲得

提携効果 (対05/3,億円)
2008/3     2010/3

売上高 +40 +60

システムソリューション
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Ⅲ．コストダウン計画
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ヤマハの楽器生産工場

蕭山（ピアノ部品、管）
杭州（ピアノ、ギター）
広州（ピアノ）
天津（DMI）

蕭山（ピアノ部品、管）
杭州（ピアノ、ギター）
広州（ピアノ）
天津（DMI）

台湾（ピアノ）
高雄（ギター、PA）

台湾（ピアノ）
高雄（ギター、PA）

YI（ピアノ）
YMMI（ギター・ドラム）
YMMA（PA・DMI）
YMPI（管・教材）

YI（ピアノ）
YMMI（ギター・ドラム）
YMMA（PA・DMI）
YMPI（管・教材）

YMP（管、打）
YMM（ピアノ、PA）

YMP（管、打）
YMM（ピアノ、PA）

Kemble & Co.（ピアノ）Kemble & Co.（ピアノ）
本社（グランドピアノ）
掛川（縦型ピアノ）
豊岡（管、PA・DMI）
埼玉（管）

本社（グランドピアノ）
掛川（縦型ピアノ）
豊岡（管、PA・DMI）
埼玉（管）
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製造改革～拠点戦略

YSD-50

F05/3 F06/3 F07/3

ヤマハの製造拠点

日本 中国 インドネシア

○ ○ ○ エレクトーンの増産対応 生産品目の最適拠点化

セル生産の進化
（セル生産の定着） （低価格クラビ、高価格PK）

○ － △ 普及帯PAミキサーのインドネシア集約（OEM品ほか）

セル生産の進化
他拠点、OEM

からの取り込み

漸減 ○ △ ○ 杭州ヤマハ立ち上げ 生産拡大 欧米への輸出対応

（中国は成長）
事業部TPS

杭州ヤマハ
立ち上げ・育成

（中国市場向け商品）

○ △ ○ 国内リコーダー豊岡移管 　　　　国内生産品目の拠点最適配置

事業部TPM
蕭山での生産拡

大・技能育成
高級品工房統合 「埼玉夢工場」（金管低音楽器専門工場化）

安定 △ △ ○ 杭州ヤマハ立ち上げ 生産品目拡大
（ヤマハシェア低） 日本での技術・

技能蓄積
杭州ヤマハ

立ち上げ・育成

安定 ○ － ○ ハードウェア調達C/D

（ヤマハシェア低） 差別化による
シェア拡大

○　： 拠点成立

△　： 拠点育成中

－　： 対象拠点なし

管・教育

楽器群 市況

ギター

ドラム

安定

拡大

安定

電子楽器

PA

ピアノ

日本、中国、インドネシアの
拠点製造力強化

事業部統合

マザー工場として生産革新が進捗
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杭州雅馬哈楽器有限公司
Hangzhou Yamaha Musical Instruments Co.,Ltd.

(2004年11月開業）

中国新拠点立ち上げ
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杭州雅馬哈でのピアノ生産工程
Piano production at Hangzhou Yamaha

↓

中国新拠点立ち上げ

↑
杭州雅馬哈でのギター生産工程

Guitar production at Hangzhou Yamaha
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改革効果：実績と今後の計画

製造原価低減 （事業部組織連結）

YSD-50中計での F05/3 F06/3 F07/3 F07/3累計
C/D効果 F07/3予想効果 効果実績 予定値 予定値 効果予定

（対F04/3） （対F04/3） （対F05/3） （対F06/3） （対F04/3）

固定費 16.7 5.0 8.2 5.2 18.4

変動費 32.0 12.8 9.0 10.2 32.0

合計 48.7 17.8 17.2 15.4 50.4

単位：億円

生産要員構造 （単体・正社員）

製造 -162 -51 -16 -60 -127

単位：人

当初計画よりも正社員採用を前倒し

初年度は増産傾向の中で、資材価格アップ
6.2億円を吸収し、コストダウンが進んだ



37

人材の強化
必要スペック人材の補充

コア人材研修（グローバル展開）

中国新工場での監督者教育プログラム展開

一人当たりの生産性の抜本的向上
製造改革（生産性向上活動推進）、業務プロセス改革

管弦打組織改革（統合による効果出し）

YSD-50 要員構造改革による効率向上目標

36億円/3年間
製造部門17億円＋国内営業スタッフほか19億円

YSD-50 要員構造改革による効率向上目標

36億円/3年間
製造部門17億円＋国内営業スタッフほか19億円

要員構造改革
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ＳＣＭ推進と在庫削減

■ 納期遵守

→ 週次納期回答の実現

■ リードタイム短縮

（ピアノ：３ケ月短縮）

（その他：２ケ月短縮）

■ 不動・過剰在庫一掃

■ グローバル在庫管理手法確立

売りに応じた供給システムの構築

販社在庫の本社側への引き付け

→販社Ｏ／Ｈ在庫１ケ月目標

410 363 363375408

131
139

134
148

138仕掛品/材料

製品

05/3 06/304/303/3

欧米でのホームキーボード
生産調整の遅れ

07/3
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付属資料
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0

200

400

600

800

1000

1200

04/3 05/3 06/3 07/3

国内楽器市場推移

卸金額
(億円)

1,049

1,079
(103%)

1,037
(96%)

(  )内は前期比

494

546
(111%)

532
(97%)

（予想）

ヤマハ卸ベース売上高（除PA）
国内楽器市場卸売上高推移

＜ｶﾃｺﾞﾘｰ別（除PA）＞

ピアノ

管教材

ホームKB

弦打楽器

電子オルガン

音楽制作

（推定）

1,069
(103%)

569
(107%)

ピアノ

弦打楽器

電子ｵﾙｶﾞﾝ

音楽制作

管教材

ホームKB

（計画）
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0

100

200

300

400

500

600

04/3 05/3 06/3 07/3

アメリカ楽器市場推移

卸金額
(百万＄)

1, 980

2,092
(106%)

2,138
(102%) (  )内は前期比

448

460
(103%)

507
(103%)

（計画）

ヤマハ卸ベース売上高（除PA）
米楽器市場卸売上高推移

＜ｶﾃｺﾞﾘｰ別（除PA）＞

（予想）
（推定）

電子オルガン

ピアノ

管教材

ホームKB

弦打楽器

音楽制作

2,103
(101%)

ピアノ

管教材

ホームKB

弦打楽器

音楽制作

494
(107%)
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1000

1500

2000

04/3 05/3 06/3 07/3
0

100

200

300

400

500

04/3 05/3 06/3 07/3

欧州楽器市場推移

卸金額
(百万EURO)

1,692

1,733
(102%)

1,792
(102%)

(  )内は前期比

382 375
(98%)

400
(107%)

（計画）

ヤマハ卸ベース売上高（除PA）欧州楽器市場卸売上高推移
＜ｶﾃｺﾞﾘｰ別（除PA）＞

（予想）（推定）

1,756
(101%)

422
(106%)

ピアノ

管教材

ホームKB

ピアノ

管教材

ホームKB

弦打楽器

音楽制作

弦打楽器

音楽制作
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

04/3 05/3 06/3 07/3
0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

04/3 05/3 06/3 07/3

中国楽器市場推移

卸金額
(百万人民元)

3,199

3,739
(117%)

4,577
(108%)

(  )内は前期比

358

495
(138%)

825
(138%)

（計画）

ヤマハ卸ベース売上高（除PA）欧州楽器市場卸売上高推移
＜ｶﾃｺﾞﾘｰ別（除PA）＞

（予想）（推定）

4,245
(114%)

600
(121%)

ピアノ

管教材

ホームKB

弦打楽器

音楽制作

ピアノ

管教材

ホームKB

弦打楽器

音楽制作


	楽器事業説明会
	本日の内容
	Ⅰ.「ＹＳＤ５０」楽器経営計画
	経営計画
	損益改善の内訳

	Ⅱ. 売上拡大計画
	市場環境変化のレビュー
	商品別売上計画（全世界）
	商品別増売計画（全世界）
	地域別増売計画（全世界）
	商品別売上計画（日本）
	商品別増売計画（日本）
	日本市場での成長
	商品別売上計画（北米）
	商品別増売計画（北米）
	ＵＳＡ“トータルピアノ”総需要推移
	ヤマハ“トータルピアノ”商品政策
	北米市場での成長
	商品別売上計画（欧州）
	商品別増売計画（欧州）
	欧州市場での成長
	商品別売上計画（中国）
	商品別増売計画（中国）
	中国市場での拡売
	その他の成長市場
	設備音響売上計画
	設備音響地域別増売計画
	設備音響市場での成長戦略
	Steinberg社の買収
	ＮＥＸ０社との技術提携・資本参加

	Ⅲ．コストダウン計画
	ヤマハの楽器生産工場
	製造改革～拠点戦略
	中国新拠点立ち上げ
	中国新拠点立ち上げ
	改革効果：実績と今後の計画
	要員構造改革
	ＳＣＭ推進と在庫削減

	付属資料
	国内楽器市場推移
	アメリカ楽器市場推移
	欧州楽器市場推移
	中国楽器市場推移




